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10 以下，当該史料に関する記述は，山口県文書館編『山口県文書館諸家文書目録 6 上関



























萩藩による同事業は，享保 11 年(1726 年)の段階で，日本海沿岸の瀬戸崎において行われて
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史料 1 「越荷一件廉書17」 
（前略） 
証文 
 一 札銀四貫八百目也 
    但利足蔵敷共に月別八朱当五月晦日限り返納 
    此入質 
    関東干カ三百三十五俵 
     但八斗入引当升俵別十一匁二分御引当 〔付箋〕物当節直打十六匁位 
    九州同断二百五十俵 







    文政九戌四月朔日   山根屋喜内 
               御用達 
                藤松新助殿 〔以下 2 名〕    （後略） 
 
史料 1 は，文政 11 年(1828 年)から越荷事業が開始された丸尾崎において，会所の世話人を
務めた部坂家に残る史料で，丸尾崎に先行して越荷事業が展開していた中関での仕法を参
考にするべく，貸付仕法や借用証文等を書き写したものの一部である．ここでは借用証文
について抜粋しているが，これによれば，札銀にて 4 貫 800 目を，関東干鰯 335 俵，九州
干鰯 250 俵を抵当として，借り入れていることが分かる．質物の価格については，時価と
簿価の双方が記されており，簿価については，時価の 70%に設定されていることが分かる．
利足は蔵敷料込みで，月別 0.8%，期限は 2 ヶ月となっている．ここで設定されている金利，
並びに貸付期限が一般的なものであったか不明であるが，金利については，地域間に差が
                                                  











前者が寛政 6 年(1794 年)に，後者が天保 9 年(1838 年)に越荷事業を開始しており，特に後













間の事情を，史料 2 によって確認することとしよう． 
 
史料 2 「御金年賦返納根帳21」 
（前略）当両津〔引用者注:上関と室津〕地下成立の為、文政年中、旧藩当局貸下
金を以、越荷会所建置れ、連綿し来り候所、今般御改正に付、越荷会所廃止被仰
                                                  
18 小川国治「長州藩流通政策と上関越荷会所」『山口大学教育学部研究論叢』第 25 巻 1 部， 
1976 年，17-35 頁によれば，赤間関，室積については，月利 0.8%，上関では月利 1%，室
津では月利 0.6%で貸し付けられていた．尚，小川はこれらの金利をそれぞれ，8%，10%，
6%としているが，月利にしては高率に過ぎ，かつ潤益社の規定利足が，月別 1.2%であった
ことを考えれば，「月 8 朱」，ないし「月 1 歩」の文言は，それぞれ月別 0.8%，1%と解釈す
るべきであろう． 
19 前掲『山口県文書館諸家文書目録』，2-3 頁． 
20 1883 年は，後述する通り，潤益社が解散する前年に当たるため，必ずしも潤益社が業務
を行った時期と重なる訳ではないが，参考にはなるだろう． 
















史料 3 「記22」 
一 金五千百六十五両永百七十八文 
   此新貨、五千百六十五円十七銭八厘、 
   明治六年より同十三年迠八ヶ年賦 
一ヶ年 
 金 六百四十五円六十四銭七厘 
             但未年〔引用者注:1880 年〕二厘増 
           右上関 
               河内山直兵衛 




  但 年別金毎年十一月中上納 
 明治七年七月廿三日   公債掛 
 
ここで確認されている点は，第一に，旧萩藩よりの貸下金，5,165 円 17 銭 8 厘について，
1873 年より 1880 年まで，8 年賦無利息にて新たに貸下げを受けること，そして第二に，
年当たりの返納金 645 円 64 銭 7 厘については，毎年 11 月中に上納すべきこと，である23．
                                                  
22〔題目〕記、〔作成〕山口県庁公債掛、〔宛所〕河内山直兵衛、他五名、〔年代〕明治 7 年
(1874 年)7 月 23 日、〔所収〕「諸事録」山口県文書館所蔵「吉田家文書」、300． 












第 2 節 経営分析－「貸金人別算用帳」分析－ 
１．貸付規則の検討 
潤益社の経営分析を行うに当たって，まずは貸付規則について確認しておくこととする．





















                                                                                                                                                  
名義を変えただけで，実際の業務は連綿と続いていたと解釈すべきである． 
24 「諸事録」，明治 6 年(1876 年)12 月の項． 






   明治九年十二月       潤益社 
 
まず第 1 条に記されている通り，貸付金の額は，質物の時価の 50%から 70%を目安として，
社中決議の上，決定されるとある．これは史料 1 で確認した，近世期の中関における事例

























                                                  
26 享和 2 年(1802 年)に，赤間関に越荷会所が設立されるに当たって，室積の仕法を書き写
した史料が残されているが，そこには貸付期限や，延滞人の処理について定めた条文はな




とする．表 4 は，ある人物に対して行われた貸付を，時系列に沿って整理したものである． 
まず 1878 年 4 月 24 日に行われた貸付について見てみると，118 円 80 銭を，篠巻 66 束
を質物として貸し付け，内 99 円が 2 日後に，残りの 19 円 80 銭が 8 月 31 日にそれぞれ返
済されていることが分かる．前者は日歩計算，後者は月利計算と日歩計算によって利息が
計算されており，それぞれ 14 銭 3 厘，1 円 5 銭が受け取られている．利息については，日







一方，1878 年 5 月 5 日以降の貸付内容からは，一つの興味深い事実が浮かび上がってく
る．貸付日と返済日の対応関係に留意すると，5 月 5 日に借り入れられた 64.8 円は，5 月
26 日と 31 日の 2 回に分けて返納されていることが分かる．そして，その返済日に先行す
る形で 5 月 24 日と同 27 日に，新規の借り入れが行われている．質物の内容が異なってい
るとは言え，ここで新規に借り入れられた金額を以って，5 月 5 日分の借入金を返済してい
ると考えることができる．また，5 月 24 日，同 27 日，そして 6 月 1 日に借り入れられた









見ると，1879 年 5 月 14 日に借り入れられた 93 円の内，1880 年 7 月の段階で 27 円が滞っ
ていることが分かる．この間の経緯を追っていくと，まず，1879 年 12 月 22 日に 93 円中
                                                  
27 貸付先については，屋号，ないし姓名の確認はできるものの，それぞれの属性について
は把握することができない． 
28 日歩計算は，10 日未満の場合に適用され，10 日を過ぎた場合には，月利が徴収されてい
たことが分かる．「貸金人別算用帳」，山口県文書館蔵「吉田家文書」，297-1，297-2，297-3． 
29 渋谷隆一「明治前期の金利統計」『地方金融史研究』第 4 号，1971 年，78 頁．原史料は，
1876 年 5 月に，大蔵省が調査した「人民相対普通貸借利子調」． 
 9
54 円が返済されていることが分かる．この時点で規定の 6 ヶ月を過ぎており，利息につい
ても 8 ヶ月分が徴収されている．そして翌 1890 年 2 月 16 日に，12 円が新たに返済されて
いるが，ここでの利息が 2 ヶ月分しか支払われていないことに留意が必要である．本来で
あれば，1879 年 5 月 14 日から起算して，9 ヶ月と 3 日分の利息が支払われるべきである





まず，表 5 において行われたような操作については，2 通りの解釈が考えられる．一つに
は，1879 年 5 月から 1880 年 1 月までの利息を免除しているというものである．少なくと
も，「貸金人別算用帳」の記載を忠実に読み取る限り，そうした操作を行っていると考える
ことができる．いま一つの解釈としては，1880 年 1 月時点での残金 39 円と，その利息に


















史料 5 「記30」 
（前略、延滞をしている貸付先を列挙） 
右之銘々利且納金相滞、毎々及催促にといへ共、更に社納無之、甚不都合之至り
                                                  















ができる．ここで，1877 年 1 月から 8 月までの「単利」を免除すると規定しているのであ
れば，「彌利足」なる表現を使う必要性はない．ここであえて「彌利足」という表現を用い
ているということは，複利計算を行っていることを，暗に示すものであると考えることが






























次に貸金業務の実績について確認することとする．表 7 は，1873 年 12 月から 1875 年 1
月まで（以後，1874 年度と呼ぶ），1877 年 12 月から 1879 年 1 月まで（以後，1878 年度
と呼ぶ），1879 年 12 月から 1881 年 1 月まで（以後，1880 年度と呼ぶ）の 3 つの期間それ
ぞれについて，貸金の内容を集計したものである．まず貸付を行った件数（①）について
見ていくと，年度を追う毎に減少していることが分かる．しかしながら，総貸付額（②）










ここで，1874 年度から 1878 年度にかけて，延滞率が大幅に減少していることについて










                                                  











同様の点は，表 9 によっても確認できる．表 9 は，総貸付件数の内，皆済された件数，
延滞はするものの皆済を受けた件数，そして滞納した件数に分類した内訳を示したもので
あるが，これを見ると，1874 年度から 1878 年度にかけて，滞納件数が大幅に減少してい
ることが見て取れる．これは上述の背景を受けての結果であるが，1878 年度以降について







第 3 節 潤益社の解散 
１．政府貸付金の処理 
以上，潤益社の営業内容について確認してきたが，第 1 節第 3 項において確認した通り，
潤益社の原資金は，政府より貸し下げられたものであった．その返済過程を追ったものが
表 10 である．これを見ると，1873 年の段階で 5,165 円余あった貸付金について，当初は
無利息 8 年賦にて返納することが約され，実際に 1875 年まで，年別の割当額が返納されて
いることが確認できる．1876 年に至ると，返済仕法が無利息 15 年賦返納に変更となり，
さらに 1878 年に至っては無利息 70 年賦に変更されているものの，指定された年別の割当
額については，期限通り上納されていることが分かる．そして，最終的には，1882 年末の








                                                  
32〔題目〕御貸下金還納残一時上納に付御願、〔作成〕河内山平三郎、以下 5 名、〔宛所〕山



















   是は追々返納残額、改て明治十六年より五十ヶ年賦返納定之分． 
    内 
 金二千百十四円八十四銭三厘    五十ヶ年金率利引高 
残金五百二十三円九銭二厘      今般返納高 
 













                                                  
33〔題目〕記、〔作成〕河内山平三郎、以下五名、〔宛所〕山口県令、〔年代〕明治 18 年(1885





これによれば，史料 6 において確認した，1883 年分の返納額 523 円余が，潤益社より県庁
公債掛へ上納され，同社の発起人であった河内山平三郎以下 5 名が，以前より県庁に差し











史料 8 「潤益舎付渡状34」 
 
一金六千二百八十三円五十四銭一厘四毛 
  右明治十五年一月二十日仕詰右之辻 
    此内訳 〔内訳は表 11 に整理〕 
      分割相渡候分 
   以上 
一 人別貸捌帳 一冊 
一 年賦貸付帳 上関分 
        室津分   以上二冊 
        但 人別借用証書類相添 
一 未納人別付立帳 上関分 
          室津分 以上二冊 
一 大岡半次郎家屋敷地売渡証書類 
        但地券証相添〔二重線にて打ち消し〕 
        是は上関へ相当る 
   以上 
 
                                                  
34〔題目〕潤益舎付渡状、〔作成〕河内山平三郎、以下 5 名、〔宛所〕潤益舎掛員、〔年代〕




              上の関質主 
 明治十七年十一月二十日   河内山平三郎 
              同 
               加世平左衛門 
              室津質主 
               吉田修三 
              同 
               吉崎直祐 
              同 
               松前松之助 
              同 
               河野 
     上関 
 潤益舎掛員御中 
     室津 
 
これによれば，河内山平三郎以下 5 名の潤益社発起人によって，1882 年 1 月 20 日時点に
おける資産項目が書き上げられ(表 11)，さらに帳簿類についても書き上げられた上で，それ
らを「潤益舎掛員」宛に「相渡」す旨が記されている．史料文面からして，潤益社が解散

























に，潤益社の経営努力を窺うことができるだろう．そして，同社は，遅くとも 1882 年 1 月















































































表 3．1883 年における，山口県下主要港湾の入船状況 
単位：隻
港名 出 入 出 入 出 入
室津港 720 720 3 3 350 350
上関港 440 440 29 29 6,824 6,824
室積港 36 36 48 48 2,352 2,352









摘要 貸付日 貸付金 質物 質物単価 受取利足 貸付期間 備考
貸付金 1878年4月24日 118.8 篠巻66束 1.8
内 99 0.143 2日 右四月廿五日五十五束分納之
19.8 1.050 4ヶ月7日 右八月三十一日十一束分納之
右皆済
貸付金 1878年4月25日 42.4 白砂糖8挺 5.3
内 21.2 0.855 3ヶ月6日 右七月十八日四挺分納之
21.2 1.109 4ヶ月6日 右八月十七日四丁分納之
右皆済
貸付金 1878年5月5日 64.8 篠巻36本 1.8
内 45 0.540 1ヶ月 右五月廿六日二十五本分納之
19 0.228 1ヶ月 右五月三十一日十一本分納之
右皆済
貸付金 1878年5月24日 160 鯡粕40本 4 2.842 1ヶ月8日 右六月十三日皆済納之
貸付金 1878年5月27日 56 鯡粕14本 4 0.874 1ヶ月5日 右六月十三日皆済納之
貸付金 1878年6月1日 20 鯡粕5本 4 0.240 1ヶ月 右六月十三日皆済納之
貸付金 1878年6月2日 172 鯡粕43束 4 2.064 1ヶ月 右六月三日皆済納之
貸付金 1878年6月12日 215 鯡〆粕50本 4.3
内 34.4 0.413 1ヶ月 右六月廿六日八束分納之







摘要 貸付日 貸付金 質物 質物単価 受取利足 貸付月数 備考
貸金 1879年5月14日 93 烟草31箱 3
内 54 5.184 8ヶ月 右十二月廿二日拾八箱分納之
残元 39 3.744 8ヶ月
残元 39 右払帳に〆
貸金 1880年1月(大元1879年5月14日) 39 烟草13箱 3
内 12 0.288 2ヶ月 右二月十六日，四箱蔵出納金之分
残 27 1.944 6ヶ月












表 6．質物の内訳（1873 年 12 月～1875 年 1 月） 
【地域名を冠する物品】
地域名
日本海側 越後米 秋田大豆 加賀米 庄内米 秋田米 羽鯡 秋田小豆
地米 岩国綿 備中煙草 地からし 地種 本国米 因幡米
備後表 岩国半紙 地煎鰯 岩見干鰯
四国 阿波縞 伊予葉煙草 阿州刻煙草




穀物 空豆 大豆 小豆 猿豆 麦 麦安 種
商品作物 葉藍 葉煙草 実綿 菜種 天草 煙草 楮皮
黒砂糖 白砂糖 藍 藍玉 半紙 素麺
樫炭 繰綿 白木綿 古手 生蝋 蝋
蝋燭 種油 油粕 縞木綿 昆布 炭
上苧 干鰯 煎鰯 塩 苧 足袋 鯡粕
白麻 魚油 燈油 樫灰 黒布 焚込 篠巻

















①総貸付件数 217 182 114
②総貸付額 15,272.26 22,993.54 15,245.12
③貸付残高計 4,267.72 3,168.49 2,399.12
④滞残高計 1,918.54 143.51 (312.55) 624.64 (903.45)
⑤受取利足計 350.76 711.15 422.83
⑥延滞率（④/②） 12.6% 0.6% (1.3%) 4.1% (5.8%)




















明治 円 円 円 円 ％
1 1879年6月 222,946 0 0 222,946 0.0%
4 1880年12月 461,430 14,805 0 476,235 3.1%
6 1881年12月 478,749 49,466 0 528,215 9.4%
8 1882年12月 534,235 13,511 0 547,746 2.5%
10 1883年12月 564,223 18,235 385 582,843 3.2%
12 1884年12月 618,286 58,799 0 677,085 8.7%
14 1885年12月 580,278 65,454 0 645,732 10.1%













期限内皆済 112 118 71
延滞後皆済 26 43 10
滞納 38 1 9
期限前未決済分 41 20 24





年度 返納額 残高 返済方法の推移 典拠
1872年 5165.1780 1873年より1880年まで，無利息8年賦． 「御金年賦返済根帳」291，「諸事録」300．
1873年 645.647 4519.5310 ↓ 「御金年賦返済根帳」291，「諸事録」300．
1874年 645.647 3873.8840 ↓ 「記（拝借金返済証文写）」247-1（36の2）．
1875年 645.647 3228.2370 ↓ 「諸事録」300．
1876年 215.2158 3013.0212 1876年より，無利息15年賦． 「御貸金延期出願御指令書類」301．
1877年 215.2158 2797.8070 ↓ 「諸事録」300．
1878年 39.968 2757.8390 1878年より無利息70年賦． 「諸事録」300．
1879年 39.968 2717.8710 ↓ 「諸事録」300．
1880年 39.968 2677.9030 ↓ 「諸事録」300．
1881年 39.968 2637.9350 ↓ 「諸事録」300．
1882年 - 2637.9350 ↓
1883年 523.092 2114.8430 1883年より，「50年賦1割利引置元の法」を以って，一時繰上げ上納． 「諸事録」300．
出典）「典拠」の欄を参照のこと．ただし，全て山口県文書館蔵「吉田家文書」所収の史料であり，番号は史料番号を示す．


























総貸付額（円） 421.96 865.80 3,623.36
延滞件数 1 0
延滞額（円） 145.60 0.00 263.90










Traditional financing and distant trades during
modernization process of financial industry:
a case of Yamaguchi prefecture in the 1870s.
Yasuo Takatsuki
Abstract
This paper investigates traditional financing and distant trades during modernization
process of financial industry in Japan. Especially, a case of Yamaguchi prefecture in the
1870s is focused on.
At the beginning of the Meiji era, although the system of the remittance draft was
sufficiently developed, that of the commercial bill, which should be crucial for distant trades
to expand, was in an undeveloped stage. In such a stage, what sustained the expanding
distant trade? To answer the question, this paper investigates the commodity collateral
loan, which had developed through the Tokugawa era.
”Jun-eki-sha”, which was established in 1874 at Yamaguchi prefecture, is the one of the
representatives of such a traditional financial organization. Through the investigation of
their books, ”Jun-eki-sha” was found to be managed rather healthily, and it provided the
commission merchants with the short term operating capital.
Thus, expanding trades at the begging of the Meiji era were sustained, at least partially,
by the heritage from the Tokugawa era: That is, the commodity collateral loan.
JEL Clasification: G20, N25, N95.
Key words: Japanese modern economic history, Rural financial institution, Commodity
collateral loan.
